
Kanuka Cafe（たつの市）

with アキノイサム ギャラリー

（６）名前のない新聞No.210／2019 年３・４月号

兵庫県西部にあるたつの市は、龍野城趾が
ある城下町の街並みに醤油蔵や武家屋敷が点
在しており、観光客が来た
り若い世代の移住者もいて
マルシェなどが定期的に開
かれて賑わっている、古く
て新しい街だ。その静かな
城下町の一角にある一軒家
で、故アキノイサムさんの
娘のかぬかさんがカフェ兼
ギャラリーを開くというので、1 月末にまだ工
事中のお店を訪ねていき、話しをきかせても
らった。

その日は電気工事の人が来ていたが、すで
にカフェスペースはほぼ完成状態で、壁には
10 枚以上のイサムさんの絵が掛けられ、ポス
トカードもたくさん並んでいた。窓が広いの
で明るくて風通しのいい広々とした部屋には
ソファやテーブルがいくつも置かれ、大きな
本棚には子ども向けの本から美術書、その他
専門的な本などもたくさん並べられており、

ブックカフェ風にゆっくり本を読むこともで
きそうだ。ショップスペースはまだカウンター
がついていなかったが、棚にはいろんな自然食
品などが並べられていた。

かぬかさんはイサムさんの長女で、おばさん
から引き継いだ自然食の通信販売の仕事をし
ているが、実際のお店を持ちたいということ
と、これまで上郡町のアキノイサムギャラリー

（イサムさんが亡くなるまで住んでいた家の蔵
を改造）で年に一度展覧会を開
いているので絵が見れるのだ
が、常時イサムさんの絵を見せ
られる場所が欲しかったこと
もあり OPEN することにした
という。

かぬかさんがこの家に出会
ったのは 1 年ほど前。築 40 年

くらいの 2 階建てで離れや中庭もある家を格
安で手に入れたそうだ。それからはバイトを増
やし、リフォームも同時に進めてきた。壁を自
分で塗ったり床をはったり、自分でできないと
ころは大工さんにも頼んだ。また大阪の「若松」
からもらった銅製のシンクをお店のキッチン
に使うことにしたり、大きな本棚など家具類は
ほとんどもらいものだという。

お店は人を雇うのはたいへんなので、週休も
2 日とるなど、一人でやれる範囲で無理なくや
っていくつもりとのこと。

カフェでは軽いラ
ンチも出したいらし
いが、最初は無理せず
飲み物からで、徐々に
メニューを増やして
いけたらとのこと。コ
ーヒーはふだんから
自分で飲んでいるカ

フェマヤのフェアトレードのコーヒーを七輪
で自家焙煎して出すそうで、我ながら美味しい
と自慢する。その他、ショップでも販売するハ
ーブティなども出す予定。

またオーガニック食品のほかには以前住ん
でいた沖縄の雑貨や友だちのガラス作家がつ
くった吹きガラスの作品＝カップ、ぐい呑、ラ
ンプシェードなどが並び、名前のない新聞も！
それにイサムさんの版画や絵の展示･販売もす
るほか、イベント：講座、お茶会、ヒーリング
などもやっていきたいとのことだ。

Kanuka Cafe のオープンは 3.15 の予定。
その日はマヤ暦の赤い太陽の空歩く者の日。目
覚め、空間、探るを意味する日だそうだ。龍野
に行くついでのある人や、イサムさんの絵を生
で見たい人はぜひ Kanuka Cafe によって美
味しいコーヒーを飲みながらまったりしてみ
たらどうだろうか。イサムさんの絵は年に何回
か入れ替える予定だそうだ。
＊なお上郡の自宅裏のギャラリーで年に一度
開かれるアキノイサム展は、今年はゴールデン
ウィークの間に開催予定で、5 月 4.5.6 日
11.12 日の予定。アキノイサム展 2019 の問
い合わせ先は 0791-55-0557 まで。

logo:Chinatsu

Kanuka Cafe かぬかカフェ
兵庫県たつの市龍野町旭町２６
０７９１−７８−９６８０
Email : kanuka.tatsuno@gmail.com
営業：11 時~16 時   月･火定休
近くに公営の無料駐車場有り
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ご寄贈いただいた本やＣ
Ｄ、ＤＶＤなどを紹介する
コーナーです。

消えていくニガリ
誰も知らない塩の話

【西隈隆則 著／四六判 ｐ125／
￥ 1500＋ 税 ／ 発 売 元 ＝ 海 工
房 ／ 制 作 ＝ (株 )森 と ／ 090-
4977-8881】

1980 年代から高知県で長年塩
づくりに取り組んできた著者が塩
作りへの情熱と知恵、歴史を語って
いる本。

先進国(岩塩文化圏が多い）の中
では花粉症やアトピー、アレルギー
等にかかる人が少なかった日本で

は、塩田が廃止されてイオン交換膜
製塩法に変わった 1970 年代から
そういった免疫疾患の罹患率が急
増したという。「いのちは塩から」と
言われるが、免疫システムをコント
ロールするミネラル分(ニガリ）を
ふくまない NaCl は、いのちの素と
は言えなくなっている。

日本は海に囲まれた島国なので、
古来から塩作りは各地の塩田で行
われてきた。しかし近代になって国
が塩づくりを管理しはじめる｡具体
的には日露戦争の資金調達のため
に専売法が実施され、その後も価格
安定や生産量増大のため法律をつ
くって小規模な塩田を整理、さらに
製塩方法の転換がはかられ全ての
塩田が廃止され、指定の製塩業者を
除き塩の製造も輸入も禁止されて
今のようなミネラル分(ニガリ）を
ほとんど含まない NaCl しか手に

入らなくなってしまった。
しかし公害問題や自然保護の意

識が高まる中、不自然な NaCl 塩の
問題を知った著者は、仲間達と高知
の窪川原発建設計画を止めるため、
建設予定地の近くで天日塩づくり
をすることを考える。「生命と塩の
会」をたちあげ、海外の製塩所に出
向いて見学したり、地元で「生命の
フェスティバル」や「塩まつり」等
の祭りや講演会などのイベントを
開催。また資金づくりのために「塩
券」を発行するなど工夫を重ねる。
そして専売公社との交渉をねばり
づよくつづけ、さいしょは条件付で
塩の生産を認めさせることになっ
た。1983 年には天日塩の生産を開
始して会員に配布する形で販売。そ
の後、専売制度は 1997 年に廃止、
2005 年になってやっと塩の製造
販売が完全自由化された。

p6KANUKA-ソフト_レイアウト 1  19/02/18  10:42  ページ 1


